
                                    

                                    

                                    

                                    

第 222号 

平成30年10月1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第

号
の
主
な
記
事 

１
面 

よ
る
と
し
ょ
・
読
書
生
活 

２
面 

よ
る
と
し
ょ 

上
河
内
図
書
館 

体
験
し
て
み
よ
う
！
１
日
司
書
さ
ん 

予
約
ベ
ス
ト

 

３
面 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

し
せ
つ
め
ぐ
り
：
第

回 
 

う
つ
の
み
や
遺
跡
の
広
場
・
資
料
館 

城山中央小学校司書 

鈴木 祐子 

朝
８
時
に
図
書
室
を
開
け
る
と
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
来
ま
す
。
本
を
探
し

た
り
、
借
り
た
り
、
返
し
た
り
と
、
わ
ず
か

分

の
貸
出
時
間
で
す
が
図
書
室
は
大
忙
し
で
す
。「
こ

の
本
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
」「
本
の
匂
い
っ
て
好

き
！
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
感
想
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
す
。
朝
日
の
差
し
込
む
明
る
い
図
書

室
で
の

分
間
は
、
本
好
き
の
子
ど
も
た
ち
が
気

持
ち
よ
く
一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
に
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校
図
書
室
の
主
な
利
用
者
は
、
こ
れ
か
ら

自
分
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
社
会
を
支
え
て
い
く

子
ど
も
た
ち
で
す
。
彼
ら
が
困
難
を
乗
り
越
え
、

大
人
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
で
の
勉
強
、

家
庭
や
地
域
で
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
読
書
が
大

き
な
力
を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

図
書
室
は
世
界
中
の
叡
智
や
経
験
が
本
と
い
う

形
で
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
図
書
室
で
出
会

っ
た
本
や
読
書
の
経
験
は
、
楽
し
い
時
だ
け
で
な

く
辛
く
悲
し
い
時
に
も
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

学
校
図
書
館
司
書
と
し
て
「
利
用
者
と
本
の
仲

介
者
と
な
る
こ
と
」
を
信
条
に
、
今
日
も
図
書
室

を
開
け
て
い
ま
す
。 

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
」
と
「
本
」
を
つ
な
ぐ 

↑ 他の人の話に、楽しくそして真剣に耳を傾ける 

参加者 

↑ ファシリテータの藤平さん（左）と江口さん（右） 

よるとしょ（第１回） 

8月 24日（金） 

19：30～21:00 



                                    

                                    

                                    

        

順位 タイトル 著者名 出版社 

１ 未来 湊かなえ 双葉社 

２ かがみの孤城 辻村深月 ポプラ社 

３ 魔力の胎動 東野圭吾 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

４ 大家さんと僕 矢部太郎 新潮社 

４ 蜜蜂と遠雷 恩田陸 幻冬舎 

６ ファーストラヴ 島本理生 文藝春秋 

７ 下町ロケット  〔３〕 ゴースト 池井戸潤 小学館 

８ おらおらでひとりいぐも 若竹千佐子 河出書房新社 

９ マスカレード・ナイト 東野圭吾 集英社 

１０ 君たちはどう生きるか 吉野源三郎 マガジンハウス 

ベスト 10 
予約 

平成 30年 9 月 12 日現在 

７
月

日
（
日
）・
８
月
１
日
（
水
）
に
平

成
２
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
人
気
事

業
「
体
験
し
て
み
よ
う
！
１
日
司
書
さ
ん
」

を
行
い
ま
し
た
。 

両
日
で
、
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
延

べ

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

来
館
者
の
方
へ
の
本
の
貸
出
や
返
却
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
の
活
動
、
利
用
者
が
知
り
た
い

情
報
が
掲
載
さ
れ
た
本
を
探
し
出
す
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
は
じ
め
は
緊
張

し
た
様
子
で
し
た
が
、「
本
が
ま
す
ま
す
好
き

に
な
り
ま
し
た
。」「
普
段
は
体
験
で
き
な
い

お
仕
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想

が
き
か
れ
ま
し
た
。 

図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
体
験
と
な

り
ま
し
た
。 

上
河
内
図
書
館 

体
験
し
て
み
よ
う
！ 

１
日
司
書
さ
ん 

↑ 

貸
出
体
験 

↓ 

館
内
の
資
料
を
使
っ
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
体
験 

８
月

日(

金)

に
東
図
書
館

で
「
よ
る
と
し
ょ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
「
よ
る
と
し
ょ
」
は
、
日

ご
ろ
、
図
書
館
を
利
用
す
る
機
会

の
少
な
い
方
の
た
め
に
、
閉
館
後

の
図
書
館
を
活
用
し
て
行
う
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
来
年
度
も
継

続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
は
、
「
と
ち
ぎ
サ
イ
エ
ン

ス
ら
い
お
ん
」
と
コ
ラ
ボ
し
、「
サ

イ
エ
ン
ス
び
ぶ
り
お
哲
学
カ
フ

ェ
～
本
と
あ
な
た
と
哲
学
と
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
哲
学
カ
フ
ェ

は
、
哲
学
対
話
と
も
言
わ
れ
、
参

加
者
が
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
由

に
語
り
合
う
場
で
す
。 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
に
、
帝
京
大

学
の
江
口
建
（
え
ぐ
ち
た
け
る
）

さ
ん
と
藤
平
昌
寿
（
ふ
じ
ひ
ら
ま

さ
と
し
）
さ
ん
の
お
二
人
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
、
７
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

江
口
さ
ん
か
ら
、
哲
学
カ
フ
ェ
の
ル
ー
ル

を
聞
い
た
後
、
カ
フ
ェ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
北
海
道
の
書
店
で
実
施
し
て
い
る

『
１
万
円
選
書
』
を
ど
う
思
う
か
」
と
い
う

問
い
が
出
さ
れ
、「
本
を
選
ん
で
も
ら
う
な
ら

誰
に
選
ん
で
ほ
し
い
か
」、「
紙
の
本
と
電
子

書
籍
は
ど
ち
ら
が
い
い
か
」
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
方
向
に
話
が
広
が
り
ま
し
た
。 

閉
館
後
の
図
書
館
と
い
う
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
空
間
で
開
催

さ
れ
た
「
よ
る
と
し
ょ
」。
初
対
面
の
方
々
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
話
が
は
ず
み
、
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
る
と

て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

↑ 話したい人は、手をあげて、ぬ

いぐるみを受け取り、発言します 

とちぎサイエンスらいおん×よるとしょ 

「サイエンスびぶりお哲学カフェ～本とあなたと哲学と～」 

↑ 「本」や「図書館」がテーマの

図書館職員おすすめの本 

 

 

県民の科学技術に対する理解・興味の促

進、科学技術リテラシーの向上のため、ネッ

トワークを構築して活動を行っている。県内

の理系大学、博物館、企業などが会員となっ

ており、東図書館も参加している。 

主な取り組みとして、「サイエンスらいお

んカフェ」、「科学の祭典『エン 

ジョイ！カガク！！』」、「公開 

シンポジウム」、などがある。 

http://www.tochigi-lion.net/
http://www.tochigi-lion.net/


リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

名
画
の
複
製
を
借
り
て
部
屋
に
飾
る
こ
と
を

知
り
、
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
昭
和
61
年

９
月
の
開
館
と
同
時
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
日
本
初
の
複
製
画
を
貸
出
す
る
図
書
館
と

し
て
注
目
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

複
製
画
の
所
蔵
数
は

点
あ
り
、
毎
年
約

件
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。 

利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ
ば
、
３

点
ま
で
１
か
月
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
タ
ロ
グ
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。 

複
製
画
貸
出
サ
ー
ビ
ス

は
、
河
内
町
立
図
書
館
の
開

館
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
た
当
時
の
館
長
が
、
欧

米
の
一
般
家
庭
が
パ
ー
テ

ィ
な
ど
の
際
、
図
書
館
か
ら 

                         

           

                                    

                                    

                 
 

タイトル 作 者 

モナ・リザ ダ・ヴィンチ 

ヴィーナスの誕生 ボッティチェルリ 

ひまわり ゴッホ 

ミッキーマウス ウォルト・ディズニー 

チューリップのある静物 ピカソ 

落穂拾い ミレー 

タヒチの女 ゴーギャン 

睡蓮 ミレー 

りんごとオレンジ セザンヌ 

シルスマリアの窓辺 シャガール 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

フ
ァ
イ
ル 

：
28 

 
 

昔
、
市
役
所
周
辺
に
あ
っ
た
、 

宇
都
宮
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の 

写
真
が
見
た
い
。 

 

河
内
図
書
館
：
複
製
画
貸
出
サ
ー
ビ
ス 

 
 

河
内
図
書
館
で
は
、
名
画
な
ど
の
複
製
画
を
貸
出
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
皆
様
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
複
製
画
を
使
用
し

た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
複
製
画
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、
美
術

書
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
も
10
月
に
複
製
画
の
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
と
塗
り
絵
の
配
布
（
先
着
順
で
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）
を
行
う
予
定
で
す
。 

ぜ
ひ
河
内
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

↑ 額縁に入った状態で貸出ます。 

ホームパーティなどで、壁面に彩りが

欲しいときなどにいかがでしょうか。 

調
べ
方 

 

『
宇
都
宮
市
史 

８
』
に
よ
る
と
、
宇
都
宮
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
28
年
6
月
完

成
、
新
聞
で
は
「
関
東
一
の
大
体
育
館
」
と
報
じ
た
と
あ
り
ま
し
た
。
記
事
に
は
「
宇
都
宮

市
旭
町
の
市
体
育
館
（
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
）」
と
い
う
表
記
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
保
存
版 

宇
都
宮
今
昔
写
真
帖
』
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
57
年
に
閉
館
と

な
り
、
同
61
年
10
月
、
跡
地
に
現
在
の
市
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
旭
町
に
あ
っ
た
市
体
育
館
と
判
断
し
、
当
時

の
市
体
育
館
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
を
探
し
ま
し
た
。 

 

回
答 左

記
の
資
料
を
紹
介
。 

『
宇
都
宮
市
史 

８
』
宇
都
宮
市
史
編
纂
委
員
会
／
編
（
宇
都
宮
市

年
） 

↓
宇
都
宮
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
記
載
と
市
体
育
館
の
写
真
。 

『
写
真
で
つ
づ
る
宇
都
宮
百
年
』（
宇
都
宮
市
制

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

年
） 

↓
市
制
60
周
年
祭
が
市
体
育
館
で
行
わ
れ
た
写
真
。 

『
宇
都
宮
市
六
十
周
年
誌
』
宇
都
宮
市
総
務
部
庶
務
課
／
編
（
宇
都
宮
市

年
） 

↓
市
体
育
館
の
写
真
と
概
要
の
記
載
。 

『
広
報
う
つ
の
み
や
昭
和
56
年
度
版
』 

宇
都
宮
市
市
長
公
室
広
報
課
／
編
（
宇
都
宮
市

年
） 

↓
航
空
写
真
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

南
図
書
館
作
成 

 

複製画の一例 

 



                                    

                                    

                        

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第２２２号  

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

静
ま
り
か
え
っ
た
夜
の
図
書
館
で

哲
学
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
本
」。
図

書
館
の
役
割
や
、
紙
の
本
の
よ
さ
に

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
紙

の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
本
を
読
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
東
） 

し
せ
つ
め
ぐ
り 

第

回 

う
つ
の
み
や
遺
跡
の
広
場
・
資
料
館 

ＤＡＴＡ 

うつのみや遺跡の広場・資料館 

■所在地 〒320-0855 

宇都宮市上欠町 151-1（聖山公園内） 

■連絡先 028-659-0193 

■休園日 月曜日（休日の場合はその翌日）・祝日

の翌日（土・日・祝日の場合は開園）・年末年始 

■開館時間 

4～10月 9:00～17:00 11～3月 9:00～16:30 

（入園は閉園 30分前まで） 

■ホームページ 

http://st0011.nas931.utsunomiya.nttpc.ne.jp/

ext/isekihiroba/top.htm 

発
掘
調
査
に
よ
り
、

を
超
え
る
墓
壙

ぼ

こ

う
（
お
墓
）

と
、
竪
穴
式
住
居
、
長
方
形
大
型
建
物
、
方
形
建

物
、
掘
立
柱
建
物
な
ど
の
建
物
跡
が
69
軒
発
見
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
長
方
形
大
型
建
物
が
１
棟
、
竪
穴
式

住
居
３
棟
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。 

墓
壙
を
囲
む
よ
う
に
し
て
建
物
跡
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
葬
送
な
ど
の
儀
式
を
行
う
場

所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
長
方
形
大
型
建

物
は
、
そ
の
集
会
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
玦
状

け
つ
じ
ょ
う

耳
飾
、
玉

類
な
ど
の
出
土
品
や
、
復
元
建
物
や
埋
葬
の
諸
形

態
の
模
型
、
発
掘
当
時
の
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
根
古
谷
台
遺
跡
国
指
定
30
周
年

を
記
念
し
て
、
7
月
15
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

■
職
員
か
ら
の
一
言 

４
月
は
桜
、
５
月
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
７
月

は
ヤ
マ
ユ
リ
、
10
月
は
紅
葉
と
四
季
お
り
お
り
の

表
情
を
み
せ
て
く
れ
ま
す
。 

宇
都
宮
市
が
誇
れ
る
貴
重
な
遺
跡
で
す
の
で
、

是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

■
根
古
谷
台
遺
跡 

 

■
資
料
館 

 

↑ 長方形大型建物  

↑ 復元建物の模型 

↑玉類   玦状耳飾↑↓ 

お話を伺った、西山文

化財愛護会（うつのみ

や遺跡の広場の管理団

体）の山口さん 

５
月 

 

キ
ス
ゲ
祭
り 

７
月 
 

小
中
学
生
親
子
縄
文
土
器
づ
く
り 

月 
  

も
ち
つ
き
大
会 

２
月 

 

野
鳥
の
巣
箱
づ
く
り 

■
主
な
イ
ベ
ン
ト 

 

↑ 竪穴式住居 

聖
山
公
園
（
上
欠
町
）
造
成
に
先
立
つ
発
掘
調

査
に
よ
り
、
昭
和
61
年
に
縄
文
時
代
前
期
（
５
～

６
千
年
前
）
の
大
規
模
な
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
、

「
根
古
谷
台
遺
跡
（
ね
ご
や
だ
い
い
せ
き
）」
と
称

し
て
現
状
保
存
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
類
を
見
な
い

貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
63
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

園
内
に
は
、
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
復
元
建

物
と
、
貴
重
な
出
土
品
な
ど
を
展
示
し
た
資
料
館

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
西
側
斜
面
に
は
、
約
１
万
株

の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
自
生
し
て
い
る
な
ど
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
縄
文
時
代
の
人
々
の

生
活
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 


